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「
出
会
い
　
ふ
れ
あ
い
　
学
び
合

い
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
こ
の
日

の
フ
ェ
ア
に
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く

す
約
８
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

私
の
生
涯
学
習
と
の
出
会
い
と
題

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
年
度
の
阿

久
根
市
少
年
少
女
弁
論
大
会
中
学
生

の
部
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
大
川
中

学
校
３
年
の
川
畑
彩
香
さ
ん
と
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
外
山
秀
子
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
私
の
環
境
論
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
意
見
発
表
。
光
礁
大
学
コ

ー
ラ
ス
コ
ー
ス
及
び
中
央
学
級
コ
ー

ラ
ス
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の

学
習
の
成
果
と
し
て
す
ば
ら
し
い
コ

ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏

に
よ
る
文
化
講
演
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
香
港
生
ま
れ
の
同
氏
は
、
72
年

に
「
ひ
な
げ
し
の
花
」
で
歌
手
と
し

て
日
本
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
上
智

大
学
を
経
て
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大

学
を
卒
業
。
98
年
よ
り
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
大
使
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
文
化
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
現
在
は
歌
手

活
動
ば
か
り
で
な
く
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
、
大
学
教
授
な
ど
知
性
派
タ
レ
ン

ト
・
文
化
人
と
し
て
世
界
を
舞
台
に

幅
広
く
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

『
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と
』

と
題
し
た
講
演
で
は
、
学
生
時
代
か

ら
現
在
ま
で
長
年
続
け
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
や
、
食
べ
る
も
の
も

住
む
と
こ
ろ
も
無
く
、
学
校
に
も
行

け
ず
、
病
気
に
な
っ
て
も
治
療
す
ら

で
き
ず
に
亡
く
な
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
実
態
な
ど
、
自
分
の
目
で
見

て
き
た
世
界
中
の
様
々
な
地
域
の
実

情
を
話
し
な
が
ら
「
世
界
有
数
の
経

済
大
国
で
あ
る
日
本
は
本
当
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
同
じ
地
球
に
生
き
る
人

間
と
し
て
自
分
た
ち
の
こ
と
だ
け
で

な
く
周
り
の
人
々
の
こ
と
を
考
え
始

め
た
と
き
に
自
分
も
救
わ
れ
る
。
も

っ
と
す
ば
ら
し
い
21
世
紀
に
な
る
よ

う
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
会
場
に
置
か
れ
た

ユ
ニ
セ
フ
の
募
金
箱
に
は
、
参
加
者

か
ら
多
く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
集

ま
っ
た
募
金
は
後
日
、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

－２－

出出
会会
いい
学学
びび
ああ
うう
中中
かか
らら
豊豊
かか
なな
人人
生生

生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
能
力
を
伸
ば
し
な
が
ら
過
ご
せ
る
よ
う
な
豊
か
な
人
生
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
第
12
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
２
月
14
日
、
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

時にはユーモアを交えながら、同じ地球上
に生きる人として、私たちが今、何をなす
べきか、熱く語るアグネス氏（上）。
「私の環境論」と題して、環境を守ることの
大切さなど、自分の考えを発表する川畑さ
ん（左）。

ボランティアコーディネーターとしての日頃の活動
について発表する外山さん（上）と生涯学習の成果
を披露するコーラスコースのみなさん（下）。



阿
久
根
地
区
消
防
組
合
に
高
規
格

救
急
自
動
車
が
配
備
さ
れ
２
月
２
日
、

同
本
部
で
納
車
式
が
あ
り
ま
し
た
。

納
車
式
で
は
、
管
理
者
で
あ
る
斉

藤
市
長
が
「
市
民
が
待
望
し
て
い
た

高
規
格
救
急
自
動
車
を
配
備
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
訓
練
を
重

ね
て
き
た
職
員
が
こ
の
車
を
十
分
に

使
い
こ
な
し
、
市
民
の
安
全
を
守
る

任
務
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
導
入
に
際
し
多
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
2
八
光
商
事
（
本
社
阿

久
根
市
、
槝
之
浦
良
文
会
長
）
と
尾

原
一
義
氏
（
尾
原
区
在
住
）
に
感
謝

状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
導
入
さ
れ
た
高
規
格
救
急
自

動
車
は
費
用
が
約
４
千
万
円
。
高
度

な
救
命
用
資
機
材
を
積
載
、
さ
ら
に

専
門
の
訓
練
を
受
け
た
救
急
救
命
士

が
乗
車
し
、
救
急
現
場
あ
る
い
は
搬

送
中
の
傷
病
者
に
対
し
心
電
図
伝
送

装
置
に
よ
る
医
師
の
指
示
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
心
臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ

ク
や
静
脈
路
確
保
の
た
め
の
輸
液
な

ど
の
高
度
救
命
処
置
を
施
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
救
命
率
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
の
５
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
第
51
回
県
下

一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で

は
、
郷
土
の
期
待
を
受
け
た
県
内
12

地
区
の
選
手
た
ち
が
53
区
間
、
５
９

３
・
３
㌔
の
コ
ー
ス
を
た
す
き
を
つ

な
ぎ
力
走
。
出
水
地
区
は
総
合
５
位

の
成
績
で
し
た
。

初
日
の
１
区
で
区
間
新
記
録
を
マ

ー
ク
し
た
枦
博
幸
選
手
や
４
区
で
区

間
賞
に
輝
い
た
主
将
の
花
田
伸
行
選

手
、
２
日
目
の
地
元
９
区
で
区
間
賞

を
獲
得
し
た
溝
上
克
也
選
手
を
は
じ

め
、
本
市
か
ら
出
場
し
た
選
手
た
ち

も
地
元
の
期
待
に
こ
た
え
る
見
事
な

力
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら
コ
ー
ス
が
一
新
さ
れ
、

本
市
で
も
２
日
目
の
８
・
９
区
が
国

道
３
号
か
ら
迂
回
し
第
８
中
継
所
が

市
役
所
前
に
、
３
日
目
の
ス
タ
ー
ト

地
点
が
従
来
の
川
内
市
か
ら
野
田
町

に
変
わ
り
１
・
２
区
が
県
道
阿
久
根

東
郷
線
を
通
過
、
第
１
中
継
所
が
尾

原
地
区
の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
前
に

そ
れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
コ
ー
ス
が
学
校
の
す
ぐ

近
く
を
通
る
こ
と
に
な
っ
た
田
代
小

学
校
で
は
、
選
手
た
ち
を
力
づ
け
よ

う
と
、
児
童
ら
が
12
地
区
の
応
援
幕

を
制
作
。
大
会
３
日
目
、
出
来
上
が

っ
た
幕
を
手
に
沿
道
か
ら
力
走
す
る

選
手
た
ち
に
声
援
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
継
所
の
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
前
で
は
、
地
域
の
婦
人
会
と
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
温
か
い
か
き

揚
げ
ソ
バ
と
煮
し
め
を
用
意
。
選
手

や
大
会
役
員
ら
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

水
産
業
を
取
り
巻
く
現
状
や
こ
れ

か
ら
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
考
え

る
「
北
さ
つ
ま
漁
業
関
係
者
セ
ミ
ナ

ー
」（
九
州
経
済
産
業
局
・
北
さ
つ

ま
漁
協
主
催
）
が
２
月
５
日
、
北
さ

つ
ま
漁
協
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
漁
協
や
水
産
業

関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。

河
井
智
康
氏
（
21
世
紀
の
水
産
を
考

え
る
会
代
表
理
事
）
に
よ
る
「
水
産

業
の
今
・
そ
し
て
未
来
」
と
題
す
る

特
別
講
演
が
あ
っ
た
ほ
か
歌
マ
ネ
・

モ
ノ
マ
ネ
そ
っ
く
り
対
決
に
よ
る
記

念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

－３－

待待
望望
のの
高高
規規
格格
救救
急急
自自
動動
車車
配配
備備

救救
命命
率率
向向
上上
にに
大大
きき
なな
期期
待待

高
規
格
救
急
自
動
車
の
キ
ー
を
斉
藤
市
長
か

ら
手
渡
さ
れ
る
植
村
消
防
長（
上
）。

高
度
な
救
命
用
資
機
材
が
積
載
さ
れ
た
高
規

格
救
急
自
動
車
の
車
内
（
左
）。

田
代
地
区
で
は
、
児
童
ら
が
地
区
名

と
「
キ
バ
レ
」「
フ
ァ
イ
ト
」
な
ど

激
励
の
こ
と
ば
を
書
い
た
手
作
り
の

応
援
幕
を
手
に
選
手
に
声
援
を
お
く

り
ま
し
た
。

漁業の現状や、地域に根ざしたこれから
の水産業の展望について語る河井氏。

水水
産産
業業
のの
未未
来来
をを
考考
ええ
るる

力走する選手に
沿道から温かい声援Y



平
成
15
年
12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
北
薩

広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
、
平
成
14
年
度
の
当
組
合
歳
入
歳

出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
16
億
２
３

５
４
万
８
千
円
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
各

市
町
か
ら
の
負
担
金
、
組
合
債
（
事
業
を
行

う
た
め
の
借
金
）、
地
方
交
付
税
、
補
助
金

及
び
使
用
料
等
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、
15
億
８
７

８
３
万
９
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
し
尿
処
理
す
る

た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金

返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の

審
査
判
定
、
認
定
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生

費
、
圏
域
（
２
市
４
町
）
の
振
興
整
備
の
た

め
の
事
業
の
推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
事
業
整

備
費
、
議
会
費
及
び
総
務
費
で
す
。

－４－

総務費 

４００円 

介護保険事業費 

５９７円 

じんかい処理費 

６ ,８０２円 

し尿処理費 

１ ,５５１円 

公債費 

返　済 

６ ,８９０円 

その他 

２４円 

住民１人当たりに使われた金額 １６,２６４円

（平成15年３月末人口で算定） 人口９７,６２８人

歳　　出

１５億８,７８３万

９千円 

歳　　入

１６億２,３５４万

８千円 

総務費
3,907万１千円 

振興事業整備費 
　　 150万円
議　会　費
　　　88万１千円 

民生費
5,833万１千円 

衛生費
８億1,541万円 

分担金及び負担金
９億3,380万６千円 

組合債
１億5,500万円 

使用料及び手数料
2,215万１千円 

諸収入
299万５千円 

繰越金
7,879万７千円 

財産収入
2,030万４千円 

国庫補助金
5,904万９千円 

地方交付税
３億5,144万６千円 

公債費
６億7,264万６千円 
公債費
６億7,264万６千円 





 

北
薩
広
域
行
政

事
務
組
合
だ
よ
り

歳　入　　　　　　　歳　出　　　　　　繰越金
1,623,548,000円　－　1,587,839,000円　＝　35,709,000円

平成14年度決算状況



－５－



－６－

阿
久
根
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
15
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注） 平成15年12月１日に給与
改定（平均1.1％減額）を行
いましたが、毎年４月１日
現在の比較のため、本報告
では改定前の給与額等を使
用しています。

a注　人件費には、職員の退職
手当、特別職に支給される
給料等を含みます。

s注　　　　　　　　　　　　　
１．給与費は、当初予算に計
上された額（教育長を含む）
です。

２．職員手当には、退職手当
は含みません。

d注　国、県の平均給料月額等
については、平成14年４月
１日現在のものです。

g注　経験年数とは、卒業後直
ちに採用され、引き続き勤
務している場合の採用後の
年数をいうものです。

h注
１．阿久根市の給与条例に基
づく給料表の級区分による
職員数です。

２．標準的な職務内容とは、
それぞれの級に該当する代
表的な職名です。

l注　職員数は一般職に属する
職員数であり、地方公務員
の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時
又は非常勤の職員は除きま
す。

区　分 
住民基本台帳 

　人口（年度末） 
人 件 費 率  
（Ｂ／Ａ） 

(H15.3.31)　人
26,160

千円
12,364,203

14年度 

歳　入　額 

千円
12,189,804

歳出額　Ａ 

千円
2,501,973

人件費　Ｂ 

％ 
20.5

13年度人件
　費率（参考） 

％ 
20.5

a　人件費の状況（普通会計決算） 

s　職員給与の状況（普通会計予算） 

d　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　（平成 15年４月１日現在） 

f　一般行政職の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　（平成 15年４月１日現在） 

h　一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　（平成 15年４月１日現在） 

j　職員手当の状況 

g　一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成 15年４月１日現在） 

区　分 職員数　Ａ 
給　　　料 

給　　　　　与　　　　　費 

15年度 

区　分 

区　　　　　分 
阿　　久　　根　　市 

一般行政職 

区　　　　　分 経験年数10年 

決 定 初 任 給  

161,000円

139,500円 

178,400円

149,200円 

採用２年経過日 
給　　料　　額 

国 

決 定 初 任 給  

171,500円

139,500円 

185,600円

149,200円 

採用２年経過日 
給　　料　　額 

大学卒  

高校卒  

一般行政職 

区　　分 １　級 

5人 
2.4%

2.4%

0.4%

主事,技師
主事補
技師補  

２　級 

10人 
4.9%

2.4%

1.2%

主事,技師
主事補
技師補  

３　級 

8人 
3.9%

5.8%

8.8%

主事,技師
主事補
技師補  

４　級 

8人 
3.9%

4.3%

4.6%

主　　任 
技術主任 

５　級 

17人 
8.3%

8.7%

8.8%

主　　任 
技術主任 

６　級 

59人 
28.8%

27.9%

33.7%

係　長  
園　長  
主　査  
技術主査 

７　級 

81人 
39.5%

41.3%

32.5%

課　長 
補佐等 

８　級 

17人 
8.3%

7.2%

10.0%

課長等  
計 

205人 
100%

100%

100%

職　員　数 

区　　分 阿　　久　　根　　市 

有 
職制上の段階，職務の 
級等による加算措置　 

（15年度支給割合）
　　　　　 期末手当　　 勤勉手当
６月期　 　1.55月分　 　0.7 月分
12月期　 　1.45月分　 　0.7 月分
３月期　　　－ 月分　 　 － 月分
　計　　 　3.00月分　 　1.4 月分 

（平成15年４月１日現在）
（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続　20年　 21.0月分　 28.875月分
勤続　25年 33.75月分　 44.55月分
勤続　35年　 47.5月分　 62.7月分
最高限度額　 60.0月分　 62.7月分
その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　　（２％～20％加算）
退職時　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　１号給
特別昇給　　　　　　　　　　　　 

国 

有 
職制上の段階，職務の 
級等による加算措置　 

（15年度支給割合）
　　　　　 期末手当　　 勤勉手当
６月期　 　1.55月分　 　0.7 月分
12月期　 　1.45月分　 　0.7 月分
３月期　　　－ 月分　 　 － 月分
　計　　   3.00月分　 　1.4 月分 

（平成15年４月１日現在）
（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続　20年　 21.0月分　 28.875月分
勤続　25年 33.75月分　 44.55月分
勤続　35年　 47.5月分　　 62.7月分
最高限度額　 60.0月分　　 62.7月分
その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　　（２％～20％加算）
退職時　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　１号棒
特別昇給　　　　　　　　　　　　 

（参　考） 

期 末 手 当  
 
 

勤 勉 手 当  

退 職 手 当  

構　成　比 

参
　
考 

1年前の
構成比  
5年前の
構成比  

標 準 的 な  
職 務 内 容  

285,400円

240,800円 

経験年数15年 

340,000円

293,000円 

経験年数20年 

381,200円

351,900円 

大学卒  

高校卒  

平均給料月額  

370,500円

360,900円

332,100円 

平 均 年 齢  

44.8歳

41.3歳

40.4歳 

51.6歳

41.8歳

48.8歳 

平均給料月額  

411,800円

330,100円

290,700円 

平 均 年 齢  

一　　般　　行　　政　　職 技　　能　　労　　務　　職 

阿久根市 

鹿児島県 

国 

286人 
千円

1,283,202

期末勤勉手当 
千円

559,163

職 員 手 当  
千円

127,398

計　　　Ｂ 
千円

1,969,763

千円 
6,887

1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ） 
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j　職員手当の状況（つづき） k　特別職の報酬等の状況 
　　　　　（平成15年４月１日現在） 

l　定員の状況 
ア　部門別職員数の状況　　　　　　 （各年４月１日現在） イ　平成15年の職員数の増減状況 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成15年４月１日現在） 

特殊勤務 
 
 

手　　当 
 
 

（14年度） 

時 間 外  
 

勤務手当 

14 年 度  

区　分 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

支 給 ・ 月 額  
q配偶者13,500円 
w配偶者以外の扶養親族のうち２人まで6,000円 
　（扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子等6,500円） 
e配偶者のない職員の扶養親族のうち１人11,000円 
rその他の扶養親族については１人5,000円 
t扶養親族のうち16歳に達する年度初めから22歳に 
　達する年度末までの子１人につき5,000円加算 

q借家（家賃月額が12,000円を超える場合に限る） 
　家賃の額に応じて27,000円を限度に支給 
w自己所有　2,500円 

２d未満3,300円　２d以上３d未満4,550円 
１d増すごとに1,250円加算 
15d以上最高支給額20,800円 

国の制度との異同 

同 

区　　分 

市　長 
 

助　役 
 

収入役 

給
　
　
料 

報
　
　
酬 

期
　
　
　
末
　
　
　
手
　
　
　
当 

給 料 月 額 等  

８００，０００円 
 

６３４，０００円 
 

５８７，０００円 

市　長 
 

助　役 
 

収入役 

（15年度支給割合）

６月期　　 1.70月分

12月期　　 1.60月分

３月期　　 - 月分

計　　　 3.30月分 

（15年度支給割合）

６月期　　 1.70月分

12月期　　 1.60月分

３月期　　 - 月分

計　　　 3.30月分 

議　長 
 

副議長 
 

議　員 

３７１，０００円 
 

２９０，０００円 
 

２６３，０００円 

議　長 
 

副議長 
 

議　員 

同 

異 

国の制度と異なる内容 

距離の区分が異なる 

支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 

支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 

３０，５６０千円 

９６千円 

３３，８９０千円 

１０５千円 
13 年 度  

区　　　　　　　　分 全　　　職　　　種 

２２．３％ 

２６，４９３円 

１８ 

福祉事務所現業手当・税務手当　　 
水道課現場作業手当・運転手手当　 

福祉事務所現業手当・税務手当　　 
水道課現場作業手当・運転手手当　 

支給額の多い手当 

多くの職員に支給 
されている手当 

代　表　的　な 
 

手 当 の 名 称 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手　当　の　種　類　（手　当　数） 

議　　会 

総務･企画 

税　　務 

労　　働 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

民　　生 

衛　　生 

小　　計 

教　　育 

小　　計 

病　　院 

水　　道 

そ の 他  

小　　計 

５ 

６９ 

１７ 

０ 

４０ 

８ 

２９ 

４６ 

１３ 

２２７ 

６９ 

６９ 

２ 

１１ 

１４ 

２７ 

３２３ 

５ 

６７ 

１９ 

０ 

３８ 

７ 

２９ 

４８ 

１２ 

２２５ 

６６ 

６６ 

２ 

１１ 

１４ 

２７ 

３１８ 

５ 

７０ 

１９ 

０ 

３６ 

６ 

２８ 

４７ 

１３ 

２２４ 

６２ 

６２ 

２ 

１１ 

１４ 

２７ 

３１３ 

０ 

△　２ 

△　１ 

０ 

△　３ 

１ 

２ 

△　７ 

０ 

△１０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

２ 

２ 

△　７ 

０ 

△　２ 

２ 

０ 

△　２ 

△　１ 

０ 

２ 

△　１ 

△　２ 

△　３ 

△　３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

△　５ 

０ 

３ 

０ 

０ 

△　２ 

△　１ 

△　１ 

△　１ 

１ 

△　１ 

△　４ 

△　４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

△　５ 

　　　区　分 

部　門　　　 

職　　員　　数 部　　　門 

一

般

行

政

部

門

 

政
部
門 

特
別
行 

会
　
計
　
部
　
門 

公

営

企

業

等

 

増員数 

 
議　　会 

 
総務･企画 

 
税　　務 
 

労　　働 
 

農林水産 
 

商　　工 
 

土　　木 
 

民　　生 
 

衛　　生 

 
０ 
 
５ 
 
０ 
 
０ 
 
０ 
 
０ 
 
０ 
 
０ 
 
１ 

０ 

 
０ 
 
２ 
 
０ 
 
０ 
 
２ 
 
１ 
 
１ 
 
１ 
 
０ 

 
０ 
 
３ 
 
０ 
 
０ 
 

△　２ 
 

△　１ 
 

△　１ 
 

△　１ 
 
１ 

教　　育 

 
病　　院 
 

水　　道 
 

そ の 他  

 
０ 
 
０ 
 
０ 

４ 

 
０ 
 
０ 
 
０ 

△　４ 

 
０ 
 

０ 
 

０ 

減員数 差　引 主　な　増　減　理　由 

 
 
 
合併推進業務に対応した職員増 

 簡易水道事業に対応した職員増 
 

 
 
システムの機械化に伴う職員減 
 
係の統廃合に伴う職員減 
 
事務の統廃合に伴う職員減 
 
事務の統廃合に伴う職員減 
 
健康増進課の設置に伴う職員増 

欠員不補充 
県民体育大会事務局の 
廃止に伴う職員減 

 

一

般

行

政

部

門

 

政
部
門 

特
別
行 

会
　
計
　
部
　
門 

公

営

企

業

等

 

H14年 H15年 H13年 H14年 H15年 H13年 

対前年増減数 

合 計 

※　上記のうち給料について平成15年
　度は市長が20％、助役、収入役が５％ 
　を標記月額から減額して支給してい 
　ます。 
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━━ 市観光協会が再建 ━━
巨岩から不思議な光を発するとの伝説から阿久根７不思議の一

つに数えられている「光礁」で２月19日、鳥居の再建作業があり
ました。頂上の鳥居が昨年の台風で流失していたことから、市観
光協会（浜田藤男会長）が実施したものです。大潮にあたるこの
日、干潮時を見計らい同協会会員、まちづくり公社や市の職員ら
が高さ約５㍍の巨岩の頂上に登り高さ約２㍍の木製の鳥居を設置。
浜田会長は「本市観光のシンボルでもあり何とかしようと再建に
取り組んだ。観光振興の弾みになれば」と話していました。

━━ 丹宗律光画集特別展開催 ━━
丹宗律光が郷土阿久根の植物を詳細に描いた写生図などを納め

た「丹宗律光画集」特別展が２月３日から24日までの22日間、市
役所玄関ホールでありました。画集は市制施行40周年を記念して
平成４年に発刊されたもので、作品のすばらしさを再認識しても
らおうと市立図書館が企画。画集全12巻の他、「吉松美津子」さん
や「いじちかよ」さんらの話題の新刊なども紹介された会場には、
期間中多くの方々が訪れ、郷土の先人が残した見事な作品の数々
に深い感銘を受けていました。

━━ 西目小学校 ━━
西目小学校で２月27日、全校児童らが校区内に住む70歳以上の

ひとり暮らしの高齢者宅に、自分たちで育てた花鉢や手紙などを
届けました。
思いやりの心を育む活動の一つとして行ったもので、児童らは

昨年11月から大切に育ててきたパンジーやビオラの花鉢を、地域
ごとのグループに分かれて約150人の自宅に届けました。子どもた
ちから心のこもったプレゼントを受け取ったお年寄りの一人は「大
事に育てます」とうれしそうに話していました。

━━ 阿久根小５年２組「フォレストAKUNE40」━━
阿久根小５年２組の児童らが２月６日、番所丘公園に「森を守

ろう。森を大切にしよう」と呼びかける自作の看板を設置しまし
た。総合的な学習で取り組む「森を守る」活動の一環で、クラス
メイト40人が今回看板を設置した「看板班」やどんぐりの苗を育
てて植樹する「どんぐり班」、緑の募金を呼びかける「ボランティ
ア班」等８つの班に分かれて活動しています。設置を終えた看板
班の児童らは「みんなが森を大切にして気持ちよく過ごせるよう
になればいいなと思います」などと話していました。

楽しい話題・催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１（内線1214）
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━━「鹿児島農村医学研究会　出水地区研究集会」開催 ━━
農村地域における保健・医療・福祉の向上などを目的とする「第

30回鹿児島農村医学研究会　出水地区研究集会」が２月６日、市
民会館大ホールでありました。集会には、住民や関係機関、農村
医学研究会会員など約500人が参加。「阿久根市におけるいきいき
健康づくり」をテーマとしたフォーラムでは８人のパネラーが本
市脇本地区での健康実態調査やアンケートの結果などを発表した
他、「いのち愛おし～食と農の視点から」と題した竹熊宜孝氏（公
立菊池養生園名誉園長）の特別講演などがありました。

━━ 尾崎エコボランティアクラブ ━━
ボンタンの里尾崎地区で地域おこしに取り組む「尾崎エコボラ

ンティアクラブ」は２月９日、同クラブが企画するボンタンの木
のオーナー制度の会員90人に今季収穫したボンタンの産地直送第
１便を発送しました。同クラブでは一昨年からこのオーナー制度
に取り組んでおり、２季目にあたる今回は関東以北の90人が会員
登録。同クラブの会員が丹精こめて育てたボンタンは「薩摩王冠」
と名づけられ、１口当たり１箱８個入りを４箱届けます。初日の
この日だけで260箱、２月中に合計360箱が発送されました。

━━ 市内登山愛好家らが登山コース整備 ━━
市内の登山愛好家で作る「阿久根山好会（花木浩代表、会員10

人）では２月１日、旧本之牟礼分校前から通称西ノ高月山山頂ま
での登山コースに目印のテープや案内板を設置しました。市内で
気軽に登山が楽しめる場所を探していた同会の会員が子どもの頃
に登った道のことを思い出し約50年前の記憶を辿りながら予めル
ートを確認。この日、改めて会員らで草払いや看板設置をしなが
ら登りました。同会では格好の散策コースとして利用しながら、時
折整備していくことも検討しています。

━━ 県林業技術競技会で小園實さんミツヨさん夫妻 ━━
県の林業技術競技会において、本市田代中区在住の小園實さん

§4、ミツヨさん§0夫妻が特用林産物の産地づくりの部で最優秀賞
に選ばれ２月10日、鹿児島市で開催された県森林・林業振興大会
において表彰されました。ご夫妻は結婚以来約40年間、ともにた
けのこ生産に取り組まれ、先進的な技術を導入しながら竹林改良
されるなど、県内有数のたけのこ産地の形成に貢献してこられま
した。受賞にあたり、實さんは「国内を代表するたけのこの産地
としてこれからも頑張っていきたい」と話していました。

━━ あくね男女共同参画フォーラム2004 ━━
男女を問わずみんなが主役の男女共同参画社会づくりを考える

「あくね男女共同参画フォーラム2004」が２月22日、市民会館であ
りました。「語ろうよ女のホンネ、男のホンネ」をサブテーマに開
かれたフォーラムには、住民ら約100人が参加。みやざき中央新聞
編集長の水谷謹人氏の「今家庭が危ない、夫婦が危ない、子ども
が危ない」と題した基調講話があり、その後参加者らは５つのグ
ループに分かれて講話を受けての感想などを交えながら男女共同
参画社会の実現に向けてホンネで語り合いました。

２
月
16
日
、
受
賞
報
告
で
市
役
所
を
訪

れ
た
小
園
さ
ん
ご
夫
妻
（
写
真
中
央
）

コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ

た
案
内
板（
下
）と
山

好
会
の
皆
さ
ん（
左
）。
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に
煙
の
匂
ふ

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

灯
台
の
点
滅
見
ゆ
る
西
窓
を
閉
め
て
今
宵

も
ね
む
り
に
つ
か
ん上

　
野
　
河
南
誠
一
郎

初
詣
に
お
み
く
じ
引
け
ば
吉
と
で
ぬ
幸
先

よ
し
と
小
枝
に
結
ぶ脇

　
本
　
渡
瀬
　
栄
子

降
る
雪
に
笑
ま
ひ
て
お
は
す
田
の
神
に
媼

お
う
な

は
花
を
た
む
け
て
ゆ
け
り

折
　
口
　
別
府
　
義
明

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

《旅立ちの春コーナー》
卒業・別れ・旅立ちの季節です。図

書館では皆さんの新しい出発を応援し
て、旅立ちの春コーナーを設置しまし
た。色々な物語の中に、それぞれの旅
立ちがあります。心に残る１冊をみつ
けてみませんか。
〈図書紹介〉～旅立ちの春編～
○一般書u山田詠美「ぼくは勉強ができない」u辻内智
貴「セイジ」u白石一文「一瞬の光」u島本理生「リト
ル・バイ・リトル」u清水哲男「不良少年の頃」u井上
路望「十七歳」u田中耕一「生涯最高の失敗」
○児童書uアラン・ベイリー「木箱にのった漂流」u
Ｃ・Ｓ・アドラー「パパとのぼった木」uＭ・Ｄ・バウ
アー「家出　１２歳の夏」
〈新着図書〉
u森村誠一「虹の生涯　上下巻」u藤堂志津子「夜の電
話のあなたの声は」u東野圭吾「幻夜」u林真理子「ミ
ルキー」u椎名誠「走る男」・・・・他多数

春は、就職・転勤・進学などであわただしい季節です。次
のような場合には、市町村の国民年金担当窓口への届出が必
要ですので、お忘れなく。

①６０歳になる前に会社などを退職したとき（扶養して
いる配偶者がいる人は、あわせて届出が必要です。）

②引越などで住所が変わったとき
③氏名が変わったとき

届出の際には基礎年金番号が必要になりますので年金手帳
は大切に保管してください。なお、第３号被保険者にかかる
届出は配偶者の事業所経由となっています。（平成１４年４月
から）

保険料の未納期間が多いと、将来もらう老齢基礎年金の額
が少なくなるだけでなく、年金をもらう権利そのものがなく
なる場合があります。お手持ちの納付書を確認して、納め忘
れがある人は、至急お近くの金融機関・郵便局などで納めて
ください。納付書をなくした人は、お近くの社会保険事務所
で再発行してもらいましょう。
◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先
川内社会保険事務所 10996－22－5276（代表）
市役所市民環境課国民年金係 173－1211（内線1423）

消 費 生 活 講 座（<124）
若者が狙われやすい商法

※キャッチセールス
アンケートに答えて欲しいと路上で呼び止め、話をし

ている内に営業所に連れていき、エステや化粧品等の契
約をさせる商法です。
※アポイントメント商法

電話で「あなたが選ばれました」「キャンペーン中」な
どといって誘い出し会場に連れて行き、アクセサリーや
絵画の契約をさせる商法です。
※マルチ・マルチまがい商法

友人、知人を組織に加入させたり、商品を別の人に売
ればあなたに手数料が入りますよと簡単に高収入が得ら
れるような説明で勧誘します。しかし、簡単に高収入な
ど得られるわけではなく、自分の支払いと大量の商品が
残るだけです。
このように若者を狙った悪質商法は年々増加しており、特

に２０歳前後の若者をターゲットにしています。今年の春、
社会人になる人、一人暮らしを始める人・・・。
夢や希望に満ちていることでしょう。自由になると同時

に責任も伴ってきます。
安易な契約などしないように気をつけましょう。
困ったな？おかしいな？と思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い合
わせください。 1７３－１２１１（内線１１１２）
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
４
月
の
行
事

阿久根市在宅介護支援センターについて
～ 高齢者の身近な相談窓口 ～

在宅介護支援センターは、市の委託を受けた高齢者
福祉の相談窓口です。各地区を担当する専門の相談員
が、高齢者の介護や日常生活でお困りのことについて
２４時間体制で相談をお受けしています。また、保
健・医療・福祉サービスについてもご相談に応じ、申
請方法等のお手伝いをしています。
お気軽にご相談ください。

☆在宅介護支援センターこすもす
阿久根市高松町２５番地　昂和ビル２階
1 ７３－１９３３

☆在宅介護支援センターみかさ
阿久根市脇本６３１３番地１
1 ７５－３３６６

☆在宅介護支援センター社協
阿久根市大川８３４８番地１
1 ６４－４３３２

阿久根市身体障害者福祉協議会への加入を

阿久根市身体障害者福祉協議会は、障害をもつ者同
士が交流を図りながら連携し、障害者福祉の向上のた
めに活動しており、障害をもつ方やご家族の方からの
ご相談にも応じております。
１５年度中に身体障害者手帳の交付を受けた方々の

加入をお待ちしています。
＊詳しいお問い合せは事務局又は各地区の理事まで。

母子・寡婦福祉会への加入をY

阿久根市母子・寡婦福祉会では、会員の交流を行う
ほか、各種行事に参加しています。
また、経済的自立を図るとともに、明るく楽しい生

活を増進することを目的に、市から「母子福祉資金」
の貸付金の交付を受け、会員に大変喜ばれています。
＊会への加入など詳しいお問い合せは、下記役員まで
お願いします。
会　長　石澤　　康（山下馬場）1７３－００７２
副会長　森山　和子（町） 1７２－０６５９
会　計　沖吉キミエ（波留） 1７２－２０７９

例えば・・・
○保健・福祉・介護保険サービスについて知りたい
○サービスの申請方法について知りたい
○介護の方法や介護用品について聞いてみたい
○最近、もの忘れがひどくなってきたみたい
○ひとり暮らしの生活に不安を感じている

など、さまざまな相談をお受けしています。

事務局　　　阿久根市社会福祉協議会
1 ７２－３８００

（脇本地区） 山下　正雄　　1７５－１５４６
（市街地区） 塩屋　次男　　1７３－１８５１
（山下地区） 迫田　　貢　　1７３－３０４６
（大川地区） 尻無浜治哉　　1７４－０７４７



あ
な
た
の
世
帯
で
は
、
国
民
健
康

保
険
税
を
納
め
て
い
ま
す
か
？

理
由
も
な
く
滞
納
を
続
け
る
と
厳

し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

a
短
期
被
保
険
証
の
交
付

・
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

交
付
さ
れ
る
有
効
期
間
の
短
い
保

険
証
で
す
。

・
有
効
期
限
を
過
ぎ
れ
ば
、
医
療
機

関
で
の
受
診
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

s
資
格
証
明
書
の
交
付

・
滞
納
が
続
い
た
世
帯
に
対
し
、
保

険
証
の
代
わ
り
に
発
行
す
る
も
の

で
す
。

・
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、
い
っ
た

ん
全
額
医
療
費
を
自
己
負
担
し
、

国
保
税
を
納
め
た
後
に
医
療
費
の

保
険
給
付
分
だ
け
を
払
い
戻
し
ま

す
。

d
差
し
押
さ
え

・
a
s
で
も
滞
納
が
解
消
さ
れ
な

い
世
帯
に
対
し
、
給
与
・
生
命
保

険
・
不
動
産
等
の
差
し
押
さ
え
を

行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
鹿
児
島

分
室
で
は
、
次
の
日
程
で
国
税
に
関

す
る
税
務
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

土
地
・
建
物
の
売
却
や
相
続
・
贈

与
、
あ
る
い
は
事
業
所
得
・
パ
ー
ト

収
入
な
ど
、
国
税
に
関
す
る
様
々
な

質
問
に
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
相
談
場
所

市
役
所
１
階

税
務
相
談
室
（
税
務
課
横
）

◇
相
談
料

無
料

◇
相
談
日

平
成
16
年
４
月
９
日
f
・
６
月
４

日
f
・
８
月
６
日
f
・
10
月
８
日

f
・
12
月
３
日
f
・
平
成
17
年
２

月
４
日
f

◇
相
談
時
間

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
３
時

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
管
理
徴
収
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
４
１
）

○
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
納
税

者
に
限
り
類
似
す
る
土
地
・
家
屋
等

の
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
所
有
者
や
税
額
等
が
表
示

さ
れ
た
課
税
台
帳
は
、
期
間
中
に
限

り
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
土
地
と
家
屋
の
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人

の
資
産
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
に
よ
り
類
似
す
る
土
地
・
家
屋

等
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

・「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
記

載
事
項
‥
‥
所
在
・
地
番
・
地

目
・
地
積
・
評
価
額

・「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
記

載
事
項
‥
‥
所
在
・
家
屋
番
号
・

種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
所
有
者

名
・
納
税
義
務
者
名
は
記
載
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。（
縦
覧
は
期
間
中

の
み
で
す
。
無
料
）

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

本
人
の
「
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
で
き

ま
す
。

ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
等
も
そ

の
対
象
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
で

き
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
に
関
わ

ら
ず
い
つ
で
も
市
役
所
税
務
課
で
行

え
ま
す
。（
縦
覧
期
間
中
は
無
料
、
期

間
外
は
有
料
）

●
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

路
線
価
図
（
市
街
地
）
に
お
い
て

標
準
宅
地
の
所
在
を
公
開
し
、
そ
の

価
格
を
一
般
の
方
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
を

記
載
し
た
書
面
も
無
料
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
等
に
お
越
し
の
際
は
、
本
人

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
印

か
ん
と
お
手
持
ち
の
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代

理
人
が
縦
覧
等
さ
れ
る
場
合
は
本
人

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所
・
時
間

・
期
間
＝
４
月
１
日
e
〜
30
日
f

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

・
場
所
＝
税
務
課
固
定
資
産
税
係

・
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
の
送

付
平
成
16
年
度
の
第
１
期
分
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
４
月
中
旬
頃

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
４
５
）

軽
自
動
車
税
は
そ
の
年
の
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

a
軽
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合

（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
含
む
）

s
廃
車
・
廃
棄
・
紛
失
し
た
場
合

d
他
人
に
譲
っ
た
場
合

f
市
外
へ
転
出
し
た
場
合

※
高
校
生
等
で
友
人
間
で
の
単
車
の

譲
り
合
い
や
市
外
で
の
使
用
の
際
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
き
ち

ん
と
手
続
き
が
さ
れ
な
い
限
り
課
税

さ
れ
ま
す
。

【
手
続
き
先
】

○
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
及
び

軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動

車
協
会
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

1
０
９
９
（
２
６
１
）
４
０
１
１

○
１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転

車
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
税
務
課
課
税
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
４
３
）

－12－

熊
本
国
税
局
税
務
相
談
日
程

固
定
資
産
税
に
係
る

縦
覧
を
行
い
ま
す
Y

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら

軽
自
動
車
等
（
軽
自
動
車
・
単

車・自
動
二
輪・ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
へ
Y

手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で
に



次
に
該
当
す
る
方
は
、
減
免
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
】

○
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
有
し

歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有
し
、
本

人
・
そ
の
所
有
者
と
同
一
生
計
の

人
・
常
時
介
護
す
る
人
の
い
ず
れ

か
が
運
転
す
る
も
の
で
あ
る
軽
自

動
車
等

○
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害
者
等

の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
軽
自
動
車
等

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日
e
〜
４
月
23
日
f

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

q
印
か
ん

w
運
転
免
許
証

e
車
検
証

r
身
体
障
害
者
手
帳
等

【
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
課
税
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
４
３
）

－13－

阿久根市男女共同参画推進懇話会委員
募 集 し ま す Y

市では、「阿久根市男女共同参画推進懇話会」委員の
任期満了に伴い、市民の皆さまの幅広い意見を求めるた
め、若干名を公募により募集します。
阿久根市の男女共同参画社会づくりについて、一緒に

考えてみませんか。皆さまのご応募をお待ちしています。
◎対 象 者：市内在住の20歳以上の男女
◎応募方法：電話・ＦＡＸ・ハガキのいずれかで下記

までお申し込みください。（住所・氏名・
年齢・職業・電話番号を明記。男女共同
参画社会づくりについて日頃感じている
ことも一言加えてください）

◎応募締切：３月３１日d

※申し込み・お問い合わせ先
市役所企画調整課企画係
〒899-1696 阿久根市鶴見町２００番地
Te l ７３－１２１１（内線１２１６）
Fax ７２－２０２９

阿久根市では、次の通り土地を公売します。

１．公売物件 土地　５４２．４４g

２．公売の方法 一般競争入札

３．入札の日時 ５月２０日（木） 午後２時～

（受付は当日、午後１時３０分～）

４．現 場 説 明 ５月１７日（月） 午前１０時～

旧南日本放送局阿久根ラジオ中継所跡

５．公売物件の用途及び法的規制

・都市計画法及び建築基準法等の法令を遵守して計画す

ること。

・契約締結の日から５年間は所有権の移転又は権利の設

定を禁止します。

・契約締結の日から５年間は風俗営業、風俗関連営業及

びその他これらに類する業の用に供することを禁止し

ます。

・公売物件の法的規制は次のとおりです。

用途地域　　第一種低層住宅専用地域

建ぺい率　　５０％

容積率　　　８０％

６．入札の方法

・入札書は、必要事項を記入、記名押印し、封かんの上、

直接入札しなければなりません。

（郵便による入札は認めません）

・入札は一人１通とし、同時に他の者の代理人となるこ

とはできません。

・代理人が入札しようとするときは、本人の委任状を入

札前に契約担当者に提出しなければなりません。

・入札保証金として、入札価格の１００分の５以上の現

金を前納してもらいます。

土　地　の　所　在　地 地目 地積（g） 

赤瀬川字中植松３０５番地３２ 

赤瀬川字中植松３０５番地４５ 

宅地 

原野 

136.44

406.00

※この他にも入札に関する条件や注意事項等があります

ので、詳細については次のところまでお問い合わせく

ださい。

市役所財政課管財係　1７３－１２１１（内線1222）

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。



労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
、
平

成
15
年
度
の
確
定
保
険
料
、
平
成
16

年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
と
納
付

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
手
続
き
は
、
申
告
書

に
同
封
の
「
受
付
日
程
表
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
最
寄
の
会
場
へ
お
越
し

い
た
だ
く
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
／
鹿
児
島
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

1
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特

別
基
金
で
は
次
の
方
に
内
閣
総
理
大

臣
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
の
方
（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご

遺
族
の
方
）

○
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

・
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp/

・
市
役
所
生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係

1
&3
１
２
１
１

（
内
線
１
４
３
５
・
１
４
３
６
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は

創
立
30
周
年
記
念
式
典
に
と
も
な
う

教
育
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
日
時

４
月
18
日
a

午
後
１
時
〜
２
時
20
分

◇
場
所

Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス

◇
演
題

「
親
は
子
に
何
を
教
え
た
ら
よ
い

か
。
子
育
て
、
父
親
の
出
番
」

◇
講
師

坂
本
光
男
氏

（
中
央
大
学
講
師
、
全
国
生
活
指

導
研
究
協
議
会
常
任
委
員
、
教
育

関
係
著
書
多
数
）

◇
受
講
料

無
料

◇
お
問
い
合
わ
せ
先
　

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
1
&2
３
６
１
１
）

今
年
に
入
っ
て
、
国
内
に
お
い
て

家
畜
伝
染
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

が
数
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
人
へ
の
感

染
に
つ
い
て
は
、
感
染
し
た
鳥
と
の

接
触
な
ど
に
よ
る
感
染
例
が
ま
れ
に

あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
現
在
の
と

こ
ろ
感
染
例
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
き
ん
類
の
肉
や
卵
を
食
べ

た
こ
と
に
よ
る
人
へ
の
感
染
例
は
世

界
的
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
各
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
類
の

健
康
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
鳥
類
を
飼
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
消
毒
の
徹
底
な
ど
防
疫
対

策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
動
物
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
飼

育
中
の
鳥
を
捨
て
た
り
処
分
し
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
冷
静

な
対
処
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
飼
っ
て
い
る
鳥
が
突
然
死
亡
す
る

な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
次

の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

市
役
所
農
政
課
農
政
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
１
３
３
）

北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
１
８
３

市
弓
道
協
会
で
は
春
期
教
室
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
で

も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

４
月
〜
６
月

毎
週
２
回
　
水
・
金
曜
日

◇
時
間

午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分

※
都
合
の
悪
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
昼
間
の
練
習
も
で
き
ま
す
。

◇
場
所

総
合
運
動
公
園
弓
道
場

◇
募
集
人
員

学
生
除
く
一
般
20
人

（
道
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
）

◇
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
（
石
澤
）
1
&2
１
８
０
８

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
&3
４
６
４
９

－14－

児童にかかる相談や悩みごとはいつでもお気軽にご相談く
ださい。専任の相談員が対応します。

◎児童虐待等の対応について
児童虐待が疑われる場合には、今すぐ連絡してください。
●虐待かどうか確かめる必要はありません。
●通報者の秘密は守ります。
●あなたからの相談・通告が子どもを守ることになります。

※通告内容によっては、すぐに処理できない場合もあります。
また、専門的な内容等の場合には関係機関へ紹介すること
もあります。

【養育相談】
・家庭で育てるのが困難な状況にある方
・家庭で育てるのが不適当と思われる事情のあるとき

【心身障害相談】
・心身障害程度の相談や福祉施設等の紹介などの相談に
応じます

【非行の相談】
・日頃から不法行為や触法行為のおそれのある児童に関
してお困りの方

【その他の相談】
・上記に該当しない児童にかかる相談

○市役所　生きがい対策課　家庭児童相談室

1７３－１２１１（内線１４３３）

○児童総合相談センター

1０９９－２６４－３００３

○子ども家庭１１０番（児童総合相談センター内）

1０９９－２７５
つ な ご う

－４１５２
よ い 子 に



瑛え
い

児じ

◇
日
時

４
月
６
日
c
・
20
日
c

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

◇
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

花
木
サ
キ
子
（
仲
仁
田
）
冨
吉
オ

ナ
カ
（
佐
潟
）
西
園
ヨ
シ
ノ
（
高
之

口
）
福
永
惠
三
（
桑
原
城
上
）
牧
内

芳
江
（
飛
松
）
松
永
修
行
（
牛
之
浜
）

村
上
三
喜
男
（
黒
之
浜
）
赤
崎
辰
江

（
高
之
口
）
福
田
恵
一
（
潟
）
木
原

國
子
（
大
尾
）
出
口
ツ
ル
エ
（
中
村
）

飛
松
忍
（
新
町
）
中
島
幸
江
（
潟
）

川
畑
勝
美
（
山
下
馬
場
）

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▽
牛
之
浜
広
幸
様
（
広
報
送
付
お
礼

と
し
て
　
東
京
都
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

尾
上
　
幸
陽

こ
う
よ
う

敏
　
幸
（
飛
　
松
）

大
石
　
瑛
児
　
勇
　
二
（

段
　
）

猿
楽
　
明は

る

花か

浩
　
士
（
波
　
留
）

塩
鶴
　
美
弥

み

や

辰
　
也
（
山
下
馬
場
）

高
津
　
優ゆ

う

香か

強
　
（
脇
本
浜
）

石
野
　
成な

り

人と

保
　
（

段
　
）

竹
田
　
怜
生

れ

お

優
　
仁
（

段
　
）

元
榮
　
り
の
　
文
　
則
（
古
　
里
）

宮
下
　
愛あ

い

斗と

浩
　
明
（

段
　
）

枦
　
　
凌
太

り
ょ
う
た

仁
　
（
大
　
丸
）

北
園
　
優
心

ゆ
う
し
ん

武
　
士
（
古
　
里
）

大
田
　
智と

も

也や

省
　
吾
（

潟
　
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

濱
h

武
雄
83
（

潟
　
）
マ
ツ
ノ

尾
原
　
ユ
ミ
91
（
新
　
町
）
重
　
徳

大
尾
　
速
　
78
（

段
　
）
君
　
枝

佐
潟
　
オ
ク
90
（
佐
　
潟
）
冨
吉
オ
ナ
カ

冨
永
　
三
郎
76
（
山
下
馬
場
）
ミ
　
ヤ

村
上
　
ミ
ヤ
90
（
黒
之
浜
）
三
喜
男

福
田
ノ
フ
エ
74
（
佐
　
潟
）

明

佐
潟
　
篤
雄
63
（
佐
　
潟
）
サ
　
ヲ

神
之
田
　
實
76
（
倉
　
津
）
清
　
孝

福
永
キ
ク
エ
88
（
桑
原
城
上
）
惠
　
三

牧
内
　
静
興
75
（
牧
　
内
）
知
　
子

西
平
ア
キ
ノ
95
（
桑
原
城
下
）
靖
　
夫

坂
上
イ
ヨ
子
91
（
遠
　
矢
）
純
　
憲

山
下
　
重
美
69
（
新
　
町
）
ノ
リ
子

中
島
　
高
藏
81
（

潟
　
）
幸
　
江

宇
都
　
鶴
藏
78
（
大
　
尾
）
ナ
　
ミ

堀
切
　
辰
美
51
（

浦
　
）
フ
ミ
子

野
坂
　
亮
太
61
（

潟
　
）
知
　
弘

早
水
　
隆
　
76
（
桐
野
上
）
榮
　
子

大
河
ム
ツ
エ
77
（
新
　
町
）
ス
エ
子

吉
田
　
ト
ミ
94
（
牟
　
田
）
義
　
明

白
木
川
ミ
サ
オ
82
（
田
代
下
）
松
田
富
子

奥
　
　
吉
猶
77
（
牧
　
内
）
ス
　
ミ

早
瀬
　
吉
惠
86
（
古
　
里
）
ト
ミ
子

宮
原
　
清
人
73
（
深
　
田
）
フ
ヂ
子

折
橋
　
高
光
86
（
弓
木
野
）
雅
　
彦

東
　
　
政
市
91
（

段
　
）
ノ
ブ
コ

双
津
ツ
ヨ
ノ
72
（
新
　
町
）
與
　
助

下
脇
　
エ
タ
95
（
波
　
留
）
福
h
鈴
子

柴
多
ト
ク
ノ
74
（
大
　
丸
）
小
田
原
ノ
リ
エ

尻
無
濱
エ
ツ
ノ
80
（
尻
無
下
）
久
　
徳

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
、
市

長
名
で
ご
遺
族
様
宛
に
弔
電
を
差
し

上
げ
弔
意
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
か
ら
こ
の
「
ご
め

い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー

ナ
ー
へ
の
掲
載
を
も
ち
ま
し
て
、
弔

意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

－15－

休日の在宅医さん
○３月20日（春分の日）
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖渕）
○３月21日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
○３月28日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
石沢歯科医院　　1*4４４１１

（野田町上名）
○４月４日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
福留歯科医院　　1^2０９７８

（出水市昭和町）
○４月11日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
水野歯科医院　　1*2００６４

（高尾野町柴引）
○４月18日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
上野歯科医院　　1^3２３０６

（出水市五万石町）
○４月25日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）
○４月29日（みどりの日）
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午

阿久根市民病院健康教室

◇日　時 ３月２４日（水）午前１１時～午後１時
◇場　所 阿久根市民病院横　看護学校
◇材料費 ３００円（当日、受付にて）

★★どなたでも参加できます★★
※材料の準備がありますので、３月２２日（月）まで
にお申し込みください。

◇お申し込み及びお問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室（173-1368・73-1542）
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◇趣味は何ですか・・・ドライブ
◇性格を自己分析してください・・・明るくて優柔不断
◇理想の異性像は・・・頼りがいがありしっかりした人
◇最近楽しみなことは何ですか・・・

今、友人たちと旅行を計画中です。行き先は東京デ
ィズニーランドです。修学旅行以来なので、今からワ
クワクしています。あと、温泉めぐりも結構好きです。

◇将来の夢は何ですか・・・動物が大好きなので、将来
はトリマーのような動物と触れ合える仕事につきたい
なと思っています。

◇阿久根について一言・・・恵まれた自然を生かして、
海を眺めながらいろんな種類の温泉を楽しめるような
施設があればいいなと思います。

次は
和田　裕美さん（倉津区）あなたの番です。

大
曲
奈
月
さ
ん
¡9

（
お
と
め
座
・
Ｂ
型
　
高
松
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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こ
の
２
月
、
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ

れ
て
表
川
内
地
区
の
紅
梅
も
満
開
と

な
り
ま
し
た
。
樹
齢
お
よ
そ
１
０
０

年
。
そ
の
風
格
あ
る
枝
ぶ
り
や
見
事

な
花
を
一
目
見
よ
う
と
普
段
は
静
か

な
山
間
の
集
落
が
こ
の
時
期
、
連
日

多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
若
干
開
花
が
遅

れ
や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、
ピ
ン
ク

の
花
が
一
斉
に
咲
き
誇
る
様
は
壮
観

で
、
長
い
歳
月
を
重
ね
た
自
然
が
織

り
な
す
美
し
さ
に
は
、
た
だ
見
と
れ

る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
そ
の
陰
で
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
人
々
に
快

く
庭
先
を
開
放
し
応
対
し
て
く
だ
さ

る
家
主
の
方
を
は
じ
め
、
駐
車
場
と

し
て
周
辺
の
私
有
地
を
開
放
し
た
り

案
内
板
を
設
置
す
る
な
ど
地
域
の
計

ら
い
も
、
あ
の
香
し
く
美
し
い
花
々

と
相
ま
っ
て
訪
れ
る
者
の
心
を
そ
っ

と
癒
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
紅
梅
は
、
周
り
の
人
々
の
温

か
い
人
情
も
ひ
っ
く
る
め
て
、
こ
れ

か
ら
も
残
し
て
も
ら
い
た
い
大
好
き

な
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
一
つ
で
す
。

毎月、第２・４金曜日の午後７
時から、働く婦人の家で先生の指
導を受けながら楽しく花を生けて
います。
四季折々の花を使い、自分の中

でイメージを膨らませながら出来
上がった作品は、プレゼントにも
最適で、とても喜ばれています。
いつも、季節感を大事にしながら、花に囲まれ自然の

息吹を感じたり、贈る方への思いを込めたりしながら、
みんなで和気あいあいとやっています。フラワーアレン
ジメントに興味のある方は、いつでも大歓迎いたします。
お問い合わせは、磯畑（1７２－２２９２）

椎原（1７３－０８５９）まで

働く婦人の家　育成グループ
─ フラワーアレンジメント　オアシス ─

人　　口
３月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,094人（－01）
男　　12,156人（－02）
女　　13,938人（＋01）

世帯数　10,784戸（－03）
出　生013人　死　亡030人
転　入056人　転　出040人

春の春の市市（（いちいち））
とき　３月28日（日）
～本町通りで開催～

８月咲き小ギク苗を販売します８月咲き小ギク苗を販売しますYY
◇販売日 ４月１５日（木） 午前９時～

（苗が無くなり次第、終了させていただきます。）
◇本　数 ８，０００本程度
◇単　価 １本　２０円
◇場　所 農林業振興センター（1７３－２１９１）
※予約注文は行っていません。当日、直接お越しください。


